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10
月
11
日
、
全
建
総
連
東
京
都

連
（
都
連
）
で
東
京
都
福
祉
保
健

局
へ
の
要
請
行
動
を
行
な
い
、
都

連
か
ら
25
人
、
福
祉
保
健
局
か
ら

は
上
野
睦
子
国
民
健
康
保
険
課
長

他
2
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

菅
原
良
和
都
連
委
員
長
は
「
資

材
高
騰
、
設
備
機
器
の
納
入
遅
延

等
で
建
設
業
界
も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
建
設
国
保
は
『
命
の

綱
』
、
ぜ
ひ
現
行
水
準
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

田
村
彰
宏
都
連
社
保
対
部
長

（
東
京
土
建
専
従
常
任
中
執
）
が

要
望
内
容
で
発
言
。
厚
労
省
が
財

務
省
に
提
出
し
た
概
算
要
求
に
つ

い
て
説
明
し
、
①
都
費
補
助
金
の

現
行
水
準
、
②
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
へ
の
補
助
拡
充
、
が
ん

対
策
事
業
へ
の
財
政
支
援
、
③
国

保
組
合
へ
の
育
成
・
強
化
を
要
請

し
ま
し
た
。
建
設
国
保
3
組
合
か

ら
も
取
り
組
み
の
紹
介
、
要
望
を

行
な
い
ま
し
た
。
石
村
英
明
東
京

土
建
国
保
理
事
長
は
、
特
定
健
診

の
取
り
組
み
な
ど
で
保
険
者
機
能

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
久
人
都

連
副
委
員
長
（
東
京
土
建
副
委
員

長
）
は
、
建
設
従
事
者
の
収
入
減

少
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

上
野
課
長
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
15

箱
ほ
ど
届
い
た
と
い
う
要
請
ハ
ガ

キ
の
中
か
ら
、
3
枚
の
記
述
を
読

み
上
げ
た
う
え
で
「
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
も
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
必
要
な

額
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
職
員
一

同
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
福
祉
保
健
局
の
予
算

要
求
へ
の
奮
闘
を
お
願
い
し
て
、

参
加
者
全
員
の
拍
手
で
要
請
行
動

を
終
了
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
で
は
毎
年
、
都
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助

金
に
関
す
る
賛
同
署
名
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
署
名
を
い
た
だ

い
た
の
は
以
下
に
記
載
し
た
皆
さ

ん
（
既
報
の
議
員
は
除
く
、
9
月

22
日
現
在
）
で
す
。
建
設
従
事
者

に
と
っ
て
の
「
命
の
綱
」
建
設
国

保
を
守
り
育
て
る
た
め
、
す
べ
て

の
議
員
か
ら
の
賛
同
を
め
ざ
し
、

引
き
続
き
で
署
名
の
要
請
を
す
す

め
ま
す
。

＊
敬
称
略

＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
自
＝

自
民
、
公
＝
公
明
、
共
＝
共
産
、

立
＝
立
憲
民
主

【
足
立
区
】
後
藤
な
み（
都
）、
ほ

っ
ち
易
隆
（
自
）
、
う
す
い
浩
一

（
公
）、
高
島
な
お
き
（
自
）
、
斉

藤
ま
り
こ（
共
）、
中
山
信
行（
公
）

【
荒
川
区
】
慶
野
信
一
（
公
）
、

た
き
ぐ
ち
学
（
都
）

【
文
京
区
】
増
子
ひ
ろ
き
（
都
）

【
港
区
】
菅
野
弘
一
（
自
）

【
板
橋
区
】
松
田
康
将
（
自
）

【
北
区
】
や
ま
だ
加
奈
子
（
自
）

【
品
川
区
】
伊
藤
興
一
（
公
）

【
新
宿
区
】
大
山
と
も
子（
共
）、

古
城
ま
さ
お
（
公
）
、
森
口
つ
か

さ
（
都
）
、
吉
住
は
る
お
（
自
）

【
杉
並
区
】
あ
か
ね
が
く
ぼ
か
よ

子
（
都
）
、
原
田
あ
き
ら
（
共
）
、

小
宮
あ
ん
り
（
自
）
、
関
口
健
太

郎（
立
）、
ま
つ
ば
多
美
子（
公
）、

早
坂
義
弘
（
自
）

【
青
梅
市
】
森
村
隆
行
（
都
）

【
西
多
摩
】
田
村
利
光
（
自
）

【
南
多
摩
】
こ
い
そ
明
（
自
）

【
町
田
市
】
小
磯
善
彦（
公
）、
藤

井
あ
き
ら（
都
）、
池
川
友
一（
共
）

10
月
1
日
か
ら
の
全
国
労
働
衛

生
週
間
に
合
わ
せ
、
じ
ん
肺
・
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
を
求
め
て

「
な
く
せ
じ
ん
肺
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
同
実
行
員
会
の
主
催
で
1

9
9
0
年
か
ら
行
な
わ
れ
、
今
年

は
33
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
は
全
国
の
自
治
体
、
国

の
機
関
へ
の
要
請
行
動
、
街
頭
宣

伝
を
10
月
26
日
ま
で
繰
り
広
げ
ま

す
。10

月
5
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発

集
会
と
し
て
、
新
宿
駅
西
口
地
下

通
路
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
陣
行
動
を

64
人（
東
京
土
建
55
人
）の
参
加
で

行
な
い
ま
し
た
。
行
動
参
加
者
が

「
じ
ん
肺
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を

根
絶
し
よ
う
！
」
と
書
か
れ
た
チ

ラ
シ
な
ど
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
と
も

に
配
布
す
る
な
か
、
唐
澤
一
喜
東

京
土
建
常
任
中
執
の
司
会
の
進
行

で
10
人
の
弁
士
が
訴
え
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
の
吉

田
重
男
さ
ん
（
村
山
大
和
）
は
2

人
の
兄
と
自
ら
の
被
害
の
実
態
を

語
り
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
企
業
の
不

誠
実
な
姿
勢
を
糾
弾
し
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
久
人
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
副
本
部
長

は
、
解
体
工
事
等
で
粉
じ
ん
を
曝

露
す
る
こ
と
で
建
設
従
事
者
ば
か

り
で
な
く
、
西
口
地
下
通
路
を
行

き
交
う
人
々
も
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

に
あ
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
熱

心
に
訴
え
ま
し
た
。

出
陣
行
動
終
了
後
、
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
原
告
を
先
頭
に
、

東
京
都
へ
要
請
を
行
な
い
ま
し

た
。 「

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
便
利
に
な

る
の
は
誰
!?
」
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

で
国
民
監
視
!?
」
と

書
か
れ
た
ボ
ー
ド
を

持
ち
、
新
宿
駅
西
口

で
ア
ピ
ー
ル
。
9
月

30
日
、
東
京
土
建
も

加
わ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反

対
連
絡
会
」
は
23
人
（
東
京
土
建

は
20
人
）
で
昼
休
み
宣
伝
・
署
名

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

行
動
参
加
者
が
「
ど
う
な
る
？

ど
う
す
る
？
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
す
な
か
、

木
村
潮
人
東
京
土
建
書
記
次
長
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
危
険
性
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
以
上
の
利
用

拡
大
を
さ
せ

な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
、

訴
え
ま
し

た
。

デ
パ
ー
ト
の
催
事
場
で
働
い
て

い
る
と
い
う
女
性
は
仕
事
の
合
間

に
署
名
板
を
持
つ
仲
間
に
走
り
寄

り
、
激
励
の
言
葉
を
か
け
な
が
ら

署
名
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
板
橋

区
在
住
の
男
性
は
「
こ
の
制
度
は

人
権
侵
害
だ
」
と
憤
り
を
込
め
て

署
名
。
ま
た
、
新
宿
区
在
住
の
80

歳
代
の
女
性
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
も
入
っ
た
財
布
を
落
と
し

て
し
ま
い
警
察
に
届
け
た
が
、
い

ま
だ
に
出
て
こ
な
い
と
心
配
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

9
月
27
日
午
後
2
時
か
ら
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
る
安
倍
元
首
相

の
国
葬
儀
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
に

反
対
す
る
市
民
集
会
が
開
催
さ
れ

1
万
5
0
0
0
人
（
東
京
土
建
は

1
7
0
人
）
が
集
結
し
ま
し
た
。

集
会
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

菱
山
南
帆
子
さ
ん
は
「
安
倍
氏
は

首
相
在
任
期
間
に
限
ら
ず
そ
の
政

治
活
動
を
憲
法
と
民
主
主
義
を
破

壊
す
る
こ
と
に
費
や
し
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
政
治

の
私
物
化
、
女
性
差
別
、
格
差
拡

大
、
民
族
差
別
、
歴
史
修
正
、
民

主
主
義
破
壊
そ
し
て
憲
法
破
壊
の

政
治
は
も
う
ウ
ン
ザ
リ
だ
。
今
日

を
岸
田
政
権
と
安
倍
政
治
の
終
わ

り
の
始
ま
り
、
民
主
主
義
の
逆
襲

の
起
点
に
し
よ
う
」
と
怒
り
を
込

め
て
訴
え
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
、
福
島
瑞
穂

（
社
民
）
、
近
藤
昭
一
（
立
民
）
、

志
位
和
夫
（
共
産
）
、
櫛
渕
万
里

（
れ
い
わ
）
の
議
員
が
連
帯
の
ス

ピ
ー
チ
、
市
民
か
ら
は
7
人
の
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
小
室
等
さ
ん
ら

が
音
楽
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

10
月
12
日
、
東
京
土
建
も
参
加

す
る
国
民
運
動
実
行
委
員
会
な
ど

3
団
体
の
主
催
で
定
例
の
国
会
行

動
を
行
な
い
、
1
5
0
人
（
東
京

土
建
は
42
人
）が
集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
で
全
労
連
の
小
畑

雅
子
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
「
国
葬

強
行
、
旧
統
一
教
会
と
の
癒
着
問

題
で
岸
田
内
閣
へ
の
怒
り
や
不
信

は
続
い
て
い
る
。
改
憲
、
大
軍
拡

で
は
な
く
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
政
治
の
実
現
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。岩

渕
友
参
議
院
議
員
（
共
産
）

の
国
会
報
告
の
後
、
3
人
が
決
意

表
明
。
「
所
信
表
明
で
首
相
は
改

憲
発
議
に
言
及
し
た
。
憲
法
守
れ

の
運
動
を
強
化
し
よ
う
」
（
憲
法

会
議
）
、
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法

制
定
と
実
態
で
労
働
者
に
は
労
働

法
の
適
用
を
」（
出
版
ネ
ッ
ト
）、

「
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
大
改

悪
を
ス
ト
ッ
プ
し
よ
う
」
（
中
央

社
保
協
）
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

終
了
後
、
東
京
土
建
の
参
加
者

は
「
社
会
保
障
拡
充
・
庶
民
生
活

本
位
の
税
制
へ
の
転
換
・
憲
法
の

遵
守
を
求
め
る
要
請
書
」
を
携
え

て
、
議
員
会
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

福
祉
保
健
局
へ
補
助
金
要
請

福
祉
保
健
局
へ
補
助
金
要
請

訴える木村書記次長

東京都連

マイナンバー

利
活
用
拡
大
許
す
な

「
必
要
額
確
保
に
一
丸
で
」

「
人
権
侵
害
」と
憤
り
も

命と暮らしを守れ
東京土建は議員要請も

上野課長（中央）に要請書等を渡す都連役員の皆さん

国会に向けシュプレヒコール

な
く
せ
じ
ん
肺
、石
綿
被
害

な
く
せ
じ
ん
肺
、石
綿
被
害

キ
ャ
ラ
バ
ン
ス
タ
ー
ト

国
会
行
動

国
葬
反
対
、民
主
主
義
守
れ

国
会
前
に
１
万
５
千
人

古城都議から受け取る新宿支部の半澤
書記長（左）、関口副委員長（中）

プラカードを掲げ意思
表示する参加者

役員先頭に都議と面談
賛同署名が続々

求

人

求

職


